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◇第 5 回土佐清水市中高生弁論大会！  
 １２月１４日(木)の午後、市民文化会館において、第 5回土佐清水市中高生弁論大

会が開催されました。 

当日は、清水小６年生、清水中学校１年生、清水高校１・２年生、地域の方々を合

わせて約３００名程が、中学生６名、高校生６名の計１２名の発表に熱心に耳を傾け

ました。 

 この大会は、土佐清水市内青少年の健全育成を目的とし、次の①～③のねらいを持

って行われました。 
① 中学生、高校生のそれぞれの発達段階に応じた思考力と表現力を鍛錬するため

の自己主張の場とする。 
② 中学生と高校生が互いに連携・交流し、主体的に企画運営することにより、人

間関係を深め、自主性を育てるための

育成の場とする。 
③ 他者との関わりの中で今の自分を見つ

め、将来の展望を持って生活できるよ

うになるための基礎を培う場とする。 
弁論のテーマは自由ですが、将来の夢や学

校生活、人権に関する社会的な問題などさま

ざまでした。何度も原稿を書き直し発表練習

を行う中で、本番では一人一人が堂々と自分

の意見を発表できていました。また、ステー

ジの袖で順番を待っているときの弁士一人一人の張り詰めた緊張感とまなざしから

は、何事に於いても真剣に取り組むことのすばらしさも感じられました。 

弁士の皆さま、運営に携わってくれた皆さま、会場へ足を運んでいただいた皆さま、

本当にありがとうございました。 

 

※弁論を発表してくれたのは、次の人たちです。 

 

清水中 
   

清水高 
  

富田 流星 １年 将来の夢とおじいちゃん 
 

松下 美結 １年 食事の大切さについて 

仮谷 桃花 １年 お手本にしたい人 
 

渡邉 伍貴 １年 姉妹都市訪問を通して 

岡  佳音 ２年 大好きな町 
 

山本 篤樹 １年 野球から学んだこと 

谷村 菜々

香 
２年 参加してみて分かること 

 
江口 舞香 ２年 ＳＮＳ 

中久保 純 ３年 一人一人ができること 
 

永澤 美蘭 ２年 高齢者の一人暮らし 

山本 妃菜 ３年 将来の目標 
 

橋村 謙一 ２年 障がい者について 

 



◇情報モラル教室！ 
１２月１１日（月）清水中学校体育館において、

情報モラル教室を開催しました。 
最近問題になっているＳＮＳでの不要な書き

込み・自殺サイトなど情報社会において残酷な犯

罪等が増加しています。その未然防止の一環とし

て株式会社グリーから講師を招き講演をしても

らいました。 
近年、日常生

活においてスマートフォン・携帯電話が普及しネッ

ト環境もよくなって来ています。生徒たちは事件に

巻き込まれないように使い方や事件等の衝撃の話

を聞き怖さを実感し、ネットでのルールを守ること

の大切さをしっかりと学んでくれたことと思いま

す。 
また、スマートフォン・携帯電話の使い方・時間

なども家庭でよく話し合ってルール等を作りより良く使えるように話し合いましょ

う。 

ネット炎上を起こさないために、また自分の人生を壊さないように、 

「インターネットは玄関の外側」だという事を忘れないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

◇冬休み中の生活について 
 

《生活上の注意事項》 

◎交通ルールを守る。特に自転車の乗り方には十分注意をする。 

◎危険な場所ではあそばない。道路でスケートボードに乗るのは危険です。 

◎ゲームセンターやゲームコーナー、カラオケボックスへの子どもだけでの出入り 

は校則などで禁止されています。 

◎児童・生徒どうしでの夜間外泊は非行行為につながることが多いのでやめましょ

う。各ご家庭で、ご指導をお願いします。 

◎飲酒(いんしゅ)、喫煙(きつえん)、深夜徘徊(しんやはいかい)は、法律や県条例に 

違反する行為です。絶対にやめましょう。 

※深夜徘徊･･･正当な理由もなく、夜 10時から朝 4時までの間に未成年者が外 

出すること。 

◎公園や市民図書館、市民体育館、文化会館など公共施設の利用はルールやマナー 

を守りましょう。 

◎ケータイ・スマートフォンについては、各自がルールを守り責任を持った使い方を 

しましょう。（歩きながら、自転車に乗りながら、ダラダラと長時間、夜遅くまで 

、SNS利用上の注意、・・・） 

 


